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要約

本稿では，他児との相互的な関わりに困難さを有する対象児Aのグループセラピーにおける事例を通して，

共感性が適切に他児に対して表現化される過程を検討した。第一期では， Aは，活動中の衝動的な言動を頻

繁に示したが，セラピストが活動や他児への注目を促すことで，徐々に落ちついて活動に参加できるように

なり，他児に関心を持つようになった。第二期では，セラピストが適切な対人関係のモデルとなるよう振る

舞うなどの関わりを試みることで， Aが徐々に他児と関わりを持つようになった。第三期では，セラピスト

が積極的にAと他児が交流する機会を設けることで， Aは特定の他児と友好的な関係を築き，他児への配慮、

的な言動を示すことが多くみられるようになった。 Aは，衝動性の強さおよび他者の心情理解の困難さとい

う特性に加え，学校での叱責やいじめなどの否定的な体験の累積によって，本来持っていた共感性を他児に

発揮することが難しかったと考えられる。第一に，セラピストとの信頼関係を築くこと，第二に，他児や活

動への注目を促すこと，第三に，セラピストが適宜介入しつつ他児との関わりを促していくことが， Aの共

感性を発揮する一助となったと推察される。

キーワード：グループセラピー 共感性他児への注目，衝動性，他者の心情理解

I. 問題と目的

1. 発達児の社会的相互性の困難性

ASD児は，他者との関係性の構築において困

難を示すことが示唆される。特に，その児童が多

動性や衝動性といった注意欠如／多動症（以下

AD/HD）の特徴を併せ持つ場合，特別な支援が

必要になると考えられる。多動性や衝動性の強い

自閉スペクトラム症（以下ASD）児は，他者の

気持ちゃ考えを推測することの難しさを持つこと

に加え，相手の表情や行動，周囲で起こった出来

事や状況など，他者の気持ちゃ考えを理解する上

で必要な外的情報に注意を向ける機会自体が得に

くいとされている（宮里・細野・遠矢・針塚，

2010）。また， AD/HDの傾向がみられる児童は，

注意の転導のしやすさから意見をまとめることが

苦手で，興奮すると不適切な言葉を思わず発する

など，自己表現の不器用さもみられる（中村・渡

辺， 2006）ことが示されている。

しかしながら，上記のような問題がある場合で

も，知的な遅れがみられない子どもたちは診断が

つきにくく，周囲の理解や支援を得にくいことが

予想される。高機能発達障害児は，知的な遅れを

伴われず，親や周囲からは障害として気づかれな

いことが多い（飯田， 2004）ため，特別な支援や

配慮を受けられない可能性も考えられる。このよ

うに，診断はないものの発達的な偏りを有してい

る児童は数多く存在していると推察され，適切な

支援について検討の余地がある。

2. 発達障害児の共感性

ASD者の中心的問題の 1っとして，他者に共

感することの難しさがある（松崎・川住・田中，

2016）。共感性は，同情（sympathy），あわれみ
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(pity），個人的苦痛（personaldistress）の 3つiこ

大加され， ASD廷の場合は，他者のj惑詩的な状

態を知覚した際に地者と関連付けて認識されず，

自己の不快感慣としてのみ認識される個人的苦痛

こりやすいとされている〈松崎弘、 2016）。

は， ASD児における龍者の状態への

の向きにくさが一悶であると考えられる

(Bird & Viding, 2014）。このような個人的苦惑を

抱くことによち，ネガテイブ感情を抱く能者に共

感するのではなく 毘遅行動を行うことにつなが

りやすいことも指摘されている（号泣son,2010）。

しかしながら，彼らは常に｛患者への嵐長室ができ

ないわけではない0 1,皮ら よって，か

らかいやいじめの対象，常に支援される鱒の立場

になるなどの対人関採における役割の間定化が生

じることが問題であると考えられる。彼らは，対

人関係におけるトうブルを経験しやすく，繰り返

される失敗体験は自己評髄を包め｛パークレー，

2003), f事者に対する被害的念患や自己への不安

を持つことが多い（杉山， 2000）。このように

障害特性や役割の富定化によって，発達瞳害兎が

している他者への脅定的関心や配慮的言動

されにくい可能性が示唆される。

そこで，本研究では，診断はないものの他児と

の相互的な関わりに困難さを有する対象兎Aの

事担jを通して， Aが本来持っている

し，共感性が遺留に住鬼に対し

自

程を検討することとする。そのi幾グループセラ

ピーにおいて， Aの共感性の表出を促したセラピ

ストの関わりに着目し，個別的に詳績な検討を行

うこととする。

H也事制の概略

1.対象

A：男児，

なし

小学校通常学級5 診断

劫少期iえ後追いはみられ， しも喜んでい

たが，人克知ちが顕著であった。ごっこ遊びは少

なかっ

2 

罷褒診断での指摘はなかった。

ら，運動の不器用さをからかわれ，伸

あうようになち， 2学期に不登校となっ

3学期からは徐々に登校できるようになった

が，忘れ物の多さや空気の読めなさか

に叱棄されることが多く 他児のからかいの対象

となった。地兎への関心は強いものの，ちょっか

いを出す，遊びに誘いすぎるなど関わりが極端に

な与がちであった。また 冗談が通じないことが

あ仕組鬼の言葉を否定的仁受け取ることが多

かった。ある日，担任教師や友人かち嫌令ことを

ちれることを伝える母親宛ての手紙が鷺いて

あったことから，母親が危機感を持ち，

者が所属するZ大学能義の相談機関に来談したC

2.知能検査

インチ…ク時（X年12月） Z大学的属の相

談機関にで， WISC-Nを実施した。全検査は118,

知覚推理は120，ワーキングメモ

リ…は106，処理速度は118であった。｛理解｝拭

10であり， Aが知的に言語い水準にあることがうか

がえるが，総合的な知的水準の高さに比して， A

が社会的状況の把握や理解に難しさを宥している

可能性が考えられた。また，わからない開題に関

してはすぐに fわかりません」と答える様子から，

をすることへの抵抗感がうかがえ

ら， Aiま読覚的な情報処理を得意とし

ている反田，時によって視党的な軒激に反応しゃ

く，注意が転導しやすいことにつながっている

ことが誰察された。ま

表現は，視覚的な’階報処理能力と

さを有していると考えられた。

3. セラピ…での方針

と検査結果から， Aは不注意や注意の転

社会的状況の理解の関難さ しているこ

とから，年齢桔応の友人関係の形成が題難であっ

たと考えられたc また，学校では，叱責ゃからか

いなどの否定的経験が薬類されているよう℃めつ

そのため，グループ七ラピーにおいては，ま
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ずは同年齢集団のなかで肯定的に受容される体験

を積むことで， Aの自己肯定感を高めることを目

指し， Aの心情や意図を代弁するなどの介入を行

うことで， Aが他児と相互的なやりとりをできる

ようになることを目標とした。

4. グループの構造

グループは隔週で実施された。グループ活動が

1時間あり，その前後の30分間は子どもが自由に

遊ぶ時間であった。子どもがグループ活動に参加

している間，保護者は親の会に参加した。遠矢・

針塚（2010）が述べているように，子ども，子ど

もを担当するメインセラピスト（以下Mth.），“子

ども－ Mth.”のペアを支援するためのコ・セラピ

ストの三者でつくられる“セラピューティック・

トライアングル”を構成し，グループ活動は，グ

ループリーダー（以下Le.）が進行した。筆者は

メインセラピストとして一年間Aを担当した。

Aが所属したグループは 他者との相互的なや

りとりの難しさに加え，多動性や衝動性の強さが

みられる子どもが属するものであった。同グルー

プでは，クライエントが行動を自己調整しながら

他児と協力することを促す構造やルールが組み込

まれたプログラムや ジ、ェスチャーを用いて自己

表現や他児への注目および共感を促すプログラム

が行われた。プログラムの概要をTablelに，グ

ループにおけるクライエントの構成をTable2に

示す。

血．事例の経過

第1期：X+l年5月～ X+1年7月（＃ 1～＃ 4) 

衝動的な言動を示しつつも Mth.と信頼関係を

築きはじめる時期

この時期には，プログラム中の落ち着きのなさ

や衝動的な言動が頻繁に示された。 Aは，当初

(# l, 2）は多動性や衝動性が弱いグループに所属

していたが，活動中の衝動的な行動が目立ったこ

とから，＃ 3から多動性や衝動性が強い子どもが

所属するグループへと移行となった。＃ 3は，グ

ループが異動となって初めての回であったが，プ

ログラム聞の時間を座って過ごすことが難しく，

部屋中を走り回るなど顕著な衝動性がうかがわれ

た。そこで，まずはAがグループへの参与感を

持てるよう， トライアングル内で雑談をするなど

して，プログラム聞の時間を落ち着いて過ごすこ

とを目指した。最初は Aが好きなプラレールに

ついて話す，朝ごはんに何を食べたかトライアン

グル内でクイズを出し合うなど， Aが関心を持て

そうな話題を展開した。そして徐々に，プログラ

ムに関連する話をMth.から展開するようにした。

その結果，＃ 4では，「火の巻」というプログラム

名から，「次のプログラムは何だろう？」と Mth.

が尋ねると，「何だろう？山とか？」と Aが意見

を出し，座ったまま待つことができた。第 l期以

降も，説明中に寝転んだり， Le.の話に口を挟ん

だりする様子はみられたものの，衝動的に行動し

て輪からタトれることはほとんどなくなった。

そのようなトライアングル内で、のやりとりが多

くなるにつれ， AとMth.の関係にも変化が生じた。

初期の段階では， Mth.と二人で自己紹介を考え

る場面にもかかわらずAが一人で書き進めてし

まったりは 1），「鬼軍曹ゲーム（＃ 3）」では

Mth.を待たずに自分だけゴールしてしまったり

と， Mth.と一緒に活動を楽しむことが難しかっ

た。 Mth.は， 自己紹介の場面で「ここはAくん

と一緒ゃん」，「誕生日はいつ？」と Aに質問を

するなどして会話を展開し プログラム間の時間

も相互的なやりとりを試みた。＃ 4では，他児の

ジ、エスチャーが何を示すのかを当てる際に，答え

に因った場面で「候補が3つある」と Mth.に伝

えるなど， Mth.を頼ることができる存在として

認識し始めているように感じられた。

その一方，この時点では，他児との相互的な交

流はほぼみられなかった。ドッジボール（＃ 1) 

では，外野を決める際，「俺は絶対に嫌だ」と一

方的に意見を主張した。「外野はいらない」と言

うため，「なんで？」と尋ねると，「別にいらない
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Table 1 X年度のプログラムの概要

セッション プログラム

なんでも

#1 バスケット

ドッジボール

どっち派？

#2 ゲーム

障害物リレー

鬼軍曹ゲ｝ム

ねらい

他児との交流

他児との協力体験

他児との交流

Th.との協力体験

内容

最初に，誕生日や好きな動物などを自己紹介シートに記入する。その後，そのシートに基づい

て「猫が好きな人jなどCl.がお題を出して，なんでもバスケットをする。

大人対子どもに分かれて， ドッジボールで対戦する。

「朝ごはんはパン派？ごはん派？」などのお題を Le，が出し，当てはまる lから 5の目盛りに移

動する。

Th.-Cl.でペアを組み， ドッヂピーにボールを乗せた状態で障害物を避けながらゴールを目指す。

ルールに合わせた活動

他児との協力体験

ルールに合わせた活動 鬼に見つからないようメダルを取れればクリア。鬼が振り返った時に動いたり喋ったりしては

動きのコントロール ならず鬼に見つかるとスタートに戻される。 Th.と一緒にほふく前進で進む。

#3 

’レ

角

ボ
一一一一ンット

h
t

風船バレー

#4 ジ、エスチャー
ゲ｝ム

榛倒し

人間輪投げ

#5 
江戸deバイト

Cl.司Th.伺での協力体験

他者に分かるような

表現の工夫

チームでの協力体験

トライアングル間の交流

チームでの協力感

三角形のコートで大人対子どもで中当てをする。外野はそれぞれ決まったエリアからボールを

投げる。内野はジャンプして避けてはならない。バランスボールを投げる際は，二人で協力し

て投げる。

CL-Mth. Co出．で手をつなぎ，風船を落とさないようリフテイングする。 15回ラリーが続け
ば．クリア。

子ども 3人でチームをつくり 1人づっ前に出てお題に沿ったジェスチャーをする。他の子ど

もはそのジェスチャーが何なのか当てる。当たったら l点入札制限時間内に9点取れればク

リア。

内野と外野に分かれ，内野はコートの中央にある棒を守り，外野は棒を狙ってボールを投げる。

Cl.とTh.でペアとなり，新聞紙でつくった輪で輪投げを行う。 Cl.が投げる役， Th.が的の役

をとる。

3人グループをつくり，それぞれ寿司，団子，そばを担当する。お客さんが来たら，担当の商

品を用意。

もしもワールド

腕挙げ課題

#6 
風船リレー

いろいろ

ドッジボール

3ヒントクイズ

ジェスチャー
#7 

伝言ゲーム

王様ドッジ

ボール

密輸ゲーム

ゾンピ

#8 じゃんけん

人間4コマ

漫画

隊長の命令

#9 
宝探し

珍獣ハンター

ゲーム

#10 

ジ、エスチャー

ビンゴ

パスケット

ジャンケン

ボーリング

イメージの表現

動きのコントロール

Th.に合わせたペースの調整

ffl!.!,lc.とペースを

合わせる体験

自分や他児の役割意識

CL同士の交流

他児との協力／

イメージの表現

チームでの連携や協力体験

他者視点の意識

チームでの一体感

表現を認められる体験

グループで一つのものを表現

動きの模倣とコントロール

他者視点の意識

他児との協力体験

他者のイメージへの注目

「もしも00が野球選手だったら」というテーマで劇をつくる。できたら他児の前で発表する。

CLは仰向けになり，腕を下ろしたところから頭の方向に腕を挙げていく。その際，腕がまっ

すぐになること，一定のペースで動かすことを意識する。最初は l人で行い，次に Th.と掌を

合わせて一緒に動かす。

子ども同士でペアを組み， 2人で風船を指で支えてゴ｝ルまで運ぴ，次のペアと交代してつな

いでいく。

チームの中で赤と青の小グループにわかれる。審判が赤と青のカードを持っており，カードが

提示されたグループが守備役，それ以外は攻撃役となる。守備役は楯で攻撃役を守り，攻撃役

は相手チームの攻撃役にボールを当てる。守備役を当ててもポイントにならず，攻撃役は当て

ると 5ポイントもらえる。

「好きな遊び」というテーマで3つのヒントを作りクイズをつくる。全体で発表してクイズを

出し合う。

一列に並び，お題のジェスチャーを次の人に伝えていき，動作による伝言ゲームを行う。

当たると得点になる「王様Jを各チーム一人ずつ決め，得点を奪われないよう王様を守りつつ

相手チームの誰が王様なのかを予想し，チームで協力しながらドッジボールを行う。

Th.とチームを組み，相手チームの前でビー玉を移動する。ビー玉が誰のどの手に入っている

か当て合う。

攻撃と守備に分かれ，じゃんけんをする。守備チームはピラミッド型に並ぶ。攻撃チームは守

備チームにじゃんけんをしに行き，勝てば次の相手に進む。負けたらスタートに戻る。最後ま

で勝てば1ポイント。

2つのグループに分かれ，テーマに沿って 4コマ漫画を完成させる。一人の CLにlコマ割り

振る。完成後に，他のグループに発表する。見ている人は「いいね！」など白分の気持ちにあ

てはまる札をあげる。

「右手を挙げます」などのような隊長の命令に従って行動する。最初に「隊長の命令」と言っ

た持は命令に従うが，言われてない場合は何もしてはいけない。

Th.がどこに鍵っきのボールがあるのか誘導し， CLはその指示に従って動き，ボールをゲット

する。うまくできたら役割を交代し， CLが誘導役になり， Th.に指示を出す。

5人のグループをつくり，マットを置く人を 4人，マットを渡る人を l人決める。マットを渡

る人はマットの上だけ通ることができる。全員で協力して，マットの外にいるモンスターを捕

まえる。

大人チームと子どもチ｝ムに分かれ，「スポーツといえばjというお題でビンゴシートを埋める。

その後，チームで話し合いながら，当てたいマスのスポーツをジェスチャーで表現する。審査

員（Co出）がジェスチャーを当てることができればマスを開けることができる。

チ｝ムでの連携や協力体験 パスだけでボールをつなぎ，ゴールを目指す。

楽しい雰囲気づくり 「ゾンビじゃんけん」（＃8）と同様。

#11 
ジェスチャー

ゲーム

個々の表現への注B
自分の表現を認められる体験

3人グループになり，審査員が出すお題に沿って一緒にジェスチャーをする。お題は，「アイス

スケートJ，「ボーリングJ，「バスケットボールJ，「雪遊び」の4つ。その後，「花火j，「出店」
というお題で．全体で一つのジェスチャーをつくる。

※灰色の部分は，事例の経過で示されたプログラムである。
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Table 2 X年度グループに参加したクライエン卜の構成
メンノ＼－

A 

B 

C 

D 

E 

F 

診断名

なし

特定不能広汎性発達障害

反抗挑戦性障害

なし

なし

未熟児網膜症

高機能自閉症

学年（年齢）

小学校5年生（10)

小学校4年生（10)

小学校6年生（12)

小学校6年生（12)

小学校5年生（10)

中学校2年生（14)

から」と小さな声で答えた。このことについて母

親に尋ねると，普段は学校で「お前は投げるのが

下手だから」と外野につけられることが多いこと

が語られた。ボールに当たった子に対して，「あ

いっすぐ当たる jと発言するため， Mth.から，

「でも，あの子さっき当てるの上手だったよね」

と他児のポジテイブな面に注目する声かけを行う

と， Aからの反応はないが，他児に対して批判的

な言葉をかけることはなくなった。ドッジボール

中は，ふと我に返り，「誰か投げるりと他児に

確認する様子もみられた。また，＃ 2で他児と遊

んでいる際，ブロックがAの手に当たり怪我を

してしまった時は， f也児が謝っているにもかかわ

らず，他児から離れてひとりで遊ぶ様子がみられ

た。学校での否定的な経験の蓄積から，「怪我を

させられた」という被害的な捉え方をしてしまい，

他児を回避したようだった。 Mth.が「痛かった

よね」と Aに共感的に関わりつつ，「でも，悪気

があったわけじゃないと思うよ」と他児の意図を

伝えると， Aは「わかってる」と答えた。その後

は， Mth.と遊ぶなかで徐々に笑顔がみられるよ

うになり， Aの遊び、に興味を持った他児が近づい

てくると，自分から関わりを持つことはなかった

が，一緒に遊ぶことができた。

母親との面談においては，学校では， Aの言動

に腹を立てた他児がカッターを持って追いかけてく

るなど，他児とのトラブルが絶えないことが語られ

た（＃ 1）。しかしながら，＃4では自然教室の班長

主訴

グループ療育を受けたい。

落ち着きがなく，なくしものが多い。

他児とのトラブjレが多い。

他者からの意見を聞き入れ，柔軟になってほしい。

対人関係でつまづくと攻撃してしまう。

集団での活動に参加させたい。

コミュニケーションをうまくできるようになってほしい。

対人関係を築けるようになってほしい。

不適切な発言をなくしてほしい。

になることができ，挨拶の言葉を事前に考えるなど，

班長としての役割を全うしたことが報告された。

第2期：X+1年7月～ X+1年9月（＃ 5～＃ 8) 

Mth.が他児への注目を促し Aの共感性が現

れ始める時期

この時期は， Aが不安を感じる場面において

Mth.を頼ることが多くなってきた。ジェスチャー

伝言ゲーム（＃7）では，）｜｜買番が回ってくると，「先

生もやってくださいよ！ Jと言うため， Mth.と

一緒にジェスチャーを行った。「わかったかな」

と自信のない様子だったが 「次の人も同じ動き

してる。伝わってるよ」と Mth.が言うと Aは笑

顔を浮かべた。密輸ゲーム（＃ 8）でも， Aは発

表を跨賭していたが，「緊張するよね」と Mth.が

Aの気持ちを推測して言葉にしつつ，「でも練習

で上手ゃったけん大丈夫」と促すと，発表に臨む

ことができた。このように Aが緊張を強く感じ

る場面では， Mth.に不安な気持ちを伝え， Mth.

からの反応を頼りに行動できるようになってきた。

また，密輸ゲームでMth.が上手くできない様子

を見て， Aから「こうすると」と教えてくれるこ

ともあり， Aが自分から Mth.との関わりを持とう

とする様子もみられるようになってきた。

また，第2期は， Aが徐々にグループの他児に

注目し，関心を持ち始めた時期でもあった。風船

リレー（＃ 6）は，ペアであるBに笑顔で手を振

るなど， Bへの関心が感じられた。練習場面では，

Bが二人でペースを合わせることを提案するのに
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対し， Aは細かい指の位置にこだわり，意見が一

致しない状態であった。「確かに指の場所も大事

やし，お互いのペースを合わせるのも大事やね」

とMth.は両者の意見を尊重する関わりをとり，

練習ではペースを合わせて進むことができた。し

かし本番ではAが焦ってしまい二人のペース

が合わなくなり，風船をうまく運ぶことができず，

Bは落ち込んで輪から外れてしまった。その様子

をみたAは「大丈夫？ Jと言ってBに近付こうと

したが， しばらく離れたところで様子を見て，

「やっぱり僕，ここにいる」とBから離れたo

Mth.から，「一緒に迎えに行かない？」と促すが，

「いい」と断り，風船の方に向かった。このように，

他児に関心を持って接するものの，相手のペース

に合わせられずにいる様子が見受けられ， Mth.

が介入しつつ適切な形で他児と関わるよう促して

いく必要があるように感じられた。

この頃は，第 l期と同様，他児の気持ちを考え

ずに衝動的に発言する様子がみられた。密輸ゲー

ム（＃ 8）では，他児の宝がどこにあるかを当て

る際に， Aが「だ、ってちょっと見えてたもん！ J 

と得意気に言い，宝を隠す役だ、ったCの表情がか

たくなることがあった。 Mth.からCへのフォロー

の意味も込めて，「先生は全然わからんかった」

とCに伝えたが， Aは相手の表情の変化に全く気

づいていない様子だった。しかしながら，人間輪

投げは 5）では，最初はうまくできないDをか

らかうような発言がみられたが， Mth.が「頑張

れ！」，「もう少し！」と応援していると， Dが成

功した際は笑顔で拍手を送る様子がみられた。

第2期でも，依然として学校では嫌なことがある

ようで，「どうせ僕なんて」と言うこともあった。

しかしながら，＃ 6では，母親がAに対して，「グ

ループに参加するようになって変わったこととか

ある？」と尋ねると，「友達と遊べるようになっ

た」ことが語られる。以前は， ドッジボールに参

加していても，ボールが回ってこないと「もうし

ない！」と言っていたが割り切って我慢できる

ようになった。

第3期：X+1年10月～X+1年12月（＃ 9～＃11) 

Mth.が他児との交流を促し Aの共感性が発

揮される時期

第2期では， Aの他児に対する関心が高まって

いる様子がうかがわれた。そこで， Mth.は，で

きる限り Aが他児に注目し，他児と相互的な交

流ができるよう働きかけた。例えば，自由遊びの

時間にBが来ると Aに「Bくん来たよ」と声を

かけ，一緒に遊ぶよう促し，プログラム中も練習

時間にBと一緒に行うよう促す（＃ 9）ことで，

他児との交流を意識的に増やしていった。この頃

は，特にBとは同じベアやグループになることが

多く，互いに意識しているように感じられ，活動

から外れてしまったBに対して， Aが「Bくん大

丈夫？」と心配そうに近寄る場面もみられた。パ

スケット（＃10）の練習時間には， Mth.の働きか

けもあり Bとベアで練習することになった。最初

は，両者ともすぐにゴールを狙ってしまいうまく

いかず， Bがイライラし始めたため，互いの

Mth.から，「もうちょっと近い方がいいんじゃな

い？」と助言しながら進めた。 Bから，ゴール下

にロングパスを出し直接シュートするという作戦

が提案されると， Aも同意し，熱心に練習してい

た。途中で，シュートをしていたAから役割の

交代を提案するなど Bに対して配慮的な様子が

うかがえた。また，ジェスチャーゲーム（＃11)

では， Bと同じチームだと分かると Aが笑顔を浮

かべる様子がみられ， AがBに対して友好的な感

情を持っているように感じられた。バスケット

ボールのジ、エスチャーでは プレイヤ一役：だった

Bが疲れた様子を見せると 審判役をしていたA

がBに「じゃあ僕入ろうか？」と声をかけること

もあった。このように 第3期では， AがBとの

関係を深め，自然な形で、相手への配慮を示すこと

ができるようになってきたと考えられた。

また，第3期では， B以外の他児に対しても配

慮的な言動を示す様子もみられ始めた。第2期ま
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では，集団場面においては一方的

自分の意見が通ってしまうと話

しまうことが多かった。この際， Mth.は，

ff也の子はどうかな？Jと｛鹿児に注目することを

促す関わりをとり，「00っていう結論になった

みたいだよjと全体で決まったことをAに伝える

など，集団場面でAと他児をつなぐ設割をとった。

その結果，珍獣ハンターゲーム体 9）の話し合

い場面では，最初は f一番がいい」と替っていた

Aが，同様に一番に令りたいと主張する飽埠にJll震

譲る様子がみられた。また ジ、エスチャ…ど

ンブ（＃10）では，「メリーゴーラウンドjとい

うお題に関して， AがMth.のよに乗ること

すること会思いついたが， f患鬼やMth.カミら，「あ

と3組くらいいた誌うがわか与やすいかも」，「莫

ん中のポールみたいなのがあるとわかりやすいj

と意見を出すと，その意見を採用し他見ちと協

してジェスチャ…を

ドッジボールに関して

させることができたo

l鶏においては，ボー

jレ こと るあまち， f也児

向きにくい様子がみら Mth.が他児に積権

的にパスを屈すなどのモデルを示し， Aや龍鬼が

パスを回したj警に「みんなで協力できてるねリ

と肯定的にブイ…ドパックを行った結果，自由遊

びの時間にドッジボールをするi夜 Aが積権的に

飽鬼にボールを回しパス毘しを楽し

られるようになったむこのように，第 1

し合い場面とは異なり，第3期では，他児

的に協力する姿勢がみられ始めたことに加え，｛患

を向け，配慮的に接することができるよ

うになったことがうかがわれた。

(#15, A i立母親のi蚤我のた

め＃12以降は不券加〉では，地児とのトラブルが

ほとんどなくなり 放課後に時折他児と

がみち久登下校も

iこなったこと

についてMth.が尋ねると，

るようになった。今ま

と待ち合わせるよう

一年関のAの

「友達と

に言われるだけ

だったけど，言い返せるようになった。或長だと

思うjと

w.考察

1.グループにおけるAのイ患者への共感性の変容過

程について

ASD克の場合は，他者の感i育的な状態を

地者と関連付けて認識されず，自

としてのみ認識される留人的苦痛が起こ

りやすく（松崎ら 2016) その一関として他者

きにくさがあると

る（Bird& Viding, 2014）。しかしながち， Aの

ドッジボールの場面では他党に監護して

ボ、…んを譲ろうとする様子がみちれておち， Aが

f意見に注意を向け 相手の状態、について推論した

配慮的な行動を示していることがうかがわ

れる。これは， f特定の｛患者に関する情報や，一

般化された社会的な理解を用いる（松崎・ Jll1主・

田中，おおりとされる他者注視的認知道程にあ

たると考えられる。このことを踏まえると， Aは

長ずしも共感性の認知的関芭である

知過程をとることがで、きないわけで、はないことが

される。

Aは本来共感性を持っていると考えられる

な発揮がいくつかの要茜によっ

て臨書されていると考えられた。第 1期の初期に

おいては，ブ口グラムの時需を患って過ごすこと

が難しいなど， Aのj主意集中の難しさや，注意の

転導性の高き

ている注意の較導性の高さによって，地荒に

を向けることができず共感性を発捧するに

ちない可諮性が考えられた。また， Aは，

でほからかいや仲間外れの対象となり，他鬼と

好的な関係をつくることができごとい様子がうかが

え，グル…ブにおいても， f外野はいらないJ,

「（ベアをつくることは）残酷だよjと学校での否

定的な体験を連想させる発言もみられた合このよ

うなAの様子からは， Aがこれま してきた
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学校での否定的な体験を想起される場面では，他

児を批判したり，集団場面において一方的に発言

したりするなど，自己防衛の手段として他児へ攻

撃的な言動を示しているように感じられた。この

ように， Aの共感性を阻害する要因として， Aの

他児に対する注意の向けにくさの問題および学校

での否定的な体験から生じる他児に対する警戒心

の強さがあると考えられた。

第l期における他児に対するからかいや一方的

な意見の主張は， Aが持つ他者への注意の向けに

くさや心情を推察することの難しさに加え，他者

への警戒心や被害感によって生じたものであると

考えられる。このように，第 l期では， Aは他児

に対する共感性を持ちつつも，発達障害的な特性

に加え，学校生活における否定的な経験の累積か

ら，他児の心情に注意を向け，共感性を発揮する

ことが難しいことが推察された。

第2期では，他児に関心を持ち，自ら関わりを

持とうとする様子がみられた。この頃になると，

活動中に注意が逸れることも少なくなり，活動や

他児に注目してグループに参加することが多く

なった。また，ペアとなったBに手を振るなど，

他児に関心を持ち 積極的に他児に働きかけるこ

ともあった。しかしながら 他児と意見が噛み合

わずペースがずれる，他児の失敗を指摘する様子

もうかがわれた。第 1期では，他児への警戒心や

被害感から他児に対して攻撃的な言動を示す様子

がみられたが，第2期では，他児に対する警戒心

や被害感は薄れたものの 気分が高揚した際は衝

動的に思ったことを口にしてしまい，結果として

他児を傷つけてしまっているように感じられた。

また， Bが活動から外れてしまった際は，「大丈

夫？ Jと声をかけようとするものの，「やっぱり僕，

ここにいる」とそれ以上は近づかなかったことか

ら， Bが自分の衝動的な行動によって輪から外れ

てしまったことに気づきつつも，どのように振る

舞えばよいかわからず そのような状況を回避し

ているように思われた。このように，第2期では，

他児に対する関心が増し，関わりを持とうと試み

る一方で，相手の心情を推察することの難しさや，

自分の言動を抑制することの難しさから，他児と

の関係を構築しにくい様子がうかがわれた。しか

しながら，このような機会が， Aが自身の言動が

他者の心理状態に影響を与えることを理解する契

機となり，第3期以降の配慮的な行動につながる

一因となったと考えられる。

第3期では， Aが他児との交流を深め，配慮的

に接する様子がみられた。グループの後半はBと

活動する機会が多く， Bが入室すると注意を向け

る， Bが活動から外れると「大丈夫？」と近寄っ

て声をかけるなど AがBに対して友好的な感情

を抱いているように感じられた。活動中も， Bを

気遣いシュート役とパス役の交代を提案し，疲れ

た様子のBに対して「僕が代わりに入ろうか？」

と配慮的に接する様子がみられた。このように，

Aが相手の表情や態度に注目し，相手に合わせて

適切に共感性を発揮できるようになったと推察さ

れる。また，これまでは第 l期，第2期を通して，

集団での話し合い場面においては，一方的に自分

の意見を主張し，他児の意見に合わせることが難

しかったAだったが，第3期においては，同じ

チームの他児に対して順番を譲るなど，集団での

話し合い場面においても他児を意識して配慮を示

す様子がみられ始めた。

2. Aの共感性を促したMth.の関わりについて

第1期では， Aは他児に対する共感性を持ちつ

つも，発達的な特性に加え，学校生活における否

定的な経験の累積から 他児の心情に注意を向け

ることが難しい様子が推察された。宮里・財津・

遠矢・針塚（2009）は，多動性・衝動性の高い

ASD児は注意も転導しやすいため，相手の表情

や行動，周囲で起こった出来事や状況など，他者

の気持ちゃ考えを理解する上で必要な外的情報に

注意を向ける機会自体が得にくいことを指摘して

いる。そのため，多動性・衝動性の高いASD児

に対しては，他者の気持ちゃ考えを推測し人間
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関採のをかで行動ロント口 －）レを突すために，他

日を促していくこと誌重要であることが

れている。そこで，本事例においては，

初の段階では， Aがグル…ブへの参与感を持てる

ようになることを目指した。具体的には， トライ

アングん内で積極的に雑談を行うことで，活動の

需の時間はAにその場にとどまるよう慢し，必

要があればMth.がAに対して活動への注意を促

した。このような関わりを行うことで， Aが輪か

ら離れることは搭段に少なくなり，プログラムに

を向けるようになった。そして，そのような

徐々にプログラムや飽兎に関する

を提侯する，活動中にMth.が龍克を応援しモ

デルを捷示するなどの関わちを試み， Aが他児の

様子や周間の状況に注目することを？日指していっ

た。その結果， Aが地見に注目する機会が，次第

に地児を意識し自ら関わりを持とうと試みるよ

うになったと考えられるの

また，他児やブ口グラムへの註Eを徒す関わり

と並行して， Mth.はAとの関誌を構築すること

初期の段階では， Aが他児をからかっ

たり，一方的に意晃を主張したりする様子が見受

けられた。この様子から Aがグル…プに対して

ており，自己訪簿？の手段と

して龍兎を批判する発言を繰り返しているように

じられた。そのため， Aが憧見との交流を図る

Mth.との関で過度な警戒心を緩和

心してグループに参加できるよう促すこととし

先述の雑談の試みは， Aのグル…プへの参与惑を

るという自的に加え トライアングル内での

交流を讃極的に行うことによち， AがMth.らと

の関係を通して，このグループが安心して話がで

きる場であると認識することにもつながるもので

あった。このような関わ与の結果， Aが器ったと

きに Mth.~こ声をかけるは 4, # 7）など，絵々に

グル…プにおいて信頼できる存在としてばth.を

ようになったと考えられるc 五位塚・細

・久・古賀・遠矢（2014）は，大人との肯定的
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な関語性を体験することで＼その体験を基盤とし

て，守られた環境の中で他児との適時的な関係性

を築くための自己役割を模索することができると

述べている。本グル…ブにおいても， AがMt』．

から肯定的に受容される体験を積むことで，「叱

されるJあるいは rii込らかわれる」対象として

の

できたと

第2

いう役割から解放され，徐々に鵠；ちとの

ける新たな自分の役割を模索することが

られる。

Aが也鬼に注自し自ら関わりを

持とうとする隷子がうかがわれた。しかしながら，

他児とペースを合わせて活動することが難しく，

議動的に患ったことや考えたことを口にしてしま

う捧子も見受けられたため，この時点ではMth.

が介入しながら他児との交流を促すこととし

f也児と意見が食い違う踏には，どちらの

るように介入し双方の意見を取与

を行うよう促した。また， Aが｛主克の

ミスを指摸する場面では， ミス以外のうまくでき

ている点をブイ…ドパックすること ＜：， Mth.が

対人関係におけるよそヂjレとなることや， Aが自分

を振り返ることを百指して介入した。この

ように， Aが他児に興味を抱き始めた第2

Aが｛出児と円滑に交流ができるようにMth.

助すること， Aが億鬼と交流する際のモデルとな

るよう Mth.が振る舞うことを日撰としたむその

結果， Mth.の援助を受けつつも龍児との交流を

行うことによって，特定のf主党との関係を構築す

ることにつながったと考えられる。

第3期においては徐々にBとの友好的

できていく禄子がうかがわれたc そこで， Mth.

はAが3と関わる機会を増やしよち親密な友人

きるよう促していった。まず，

グラムにおけるチーム分けの段階で，できる限り

AとBが問じチームになるよう Le.と協議し，練

習場面ではM註1.が率先してBとペアを組むよう

徒すなど，プログラムにおいて二入が協力する機

会を意識的に増やしていった。また，ブログうム
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以外の自由選びの時間についても， Bが来室した

ことをAに法上二人が一緒に遊べるよう架したむ

そのような介入の結果，第3期においては，活動

のなかで， AがBと協力してジェスチャーを考え

るなど， 3をf中間として意識しな

がら活動を楽しむ様子がみられた。また， Aがお

にシュートのJll裏番を織ったり 活動から外れてし

まった3を心配したちするなど， Eに対し

を示すことも多くなった。このように，安d心して

自己を表現できる場を語提として， Mth.が特定

の也児との交流を促すことによって， Aが他児と

親密な関係を築き f也児に対して共感笠を発揮で

きるよう iこなったと考えられる。 Biま，惑i曹のコ

ントロールの難しさがあり，自分の患い通与

かない状況では活動から外れ，他児に対し

的な言動をとることもあるクライエントであったむ

しかしながら，第 3 期では， A~ま B と活動を共に

するなかで，自分の替動がBの心的状態に与える

影響に気づき，その結果， Aが自己をコントロー

ルし， B~こ対して配憲的に関わることができるよ

うになったと推察される合さらに， AがBとの友

好な関係性を築くことと並計して，グループにお

Aが他児に対して配議的な言動を示す様子

もみられ始めた。ぞれまで集毘での話

では，吉分の意見を一方的に主張することが多

かったが，第3鶏では， Aの状況理解を議助する

ために， Mth.が龍克の意図を代弁し，話し合い

の操子をAに伝えるなど Aと地児をつなぐこと

で，鵠児にJll買番を譲るなどの詔主的なやりとりが

じるようになった。また， ドッジボールでは，

Mth.がそデんとなって他児にパスを臨しパス

を出した際に書定的なフィードパックを行うこと

によって， Aが白熱と地児にパスを出すなど，龍

児との協力を楽しむこともできるようになった。

V，総合考繋

否定的な経験の

ら生じる

ぐに口にしてしまう

さ，思ったことを

ら，他児と

関係を築くことに悶難さを抱えていることが示唆

された。そこ l期は，「Mth.と

を築きiまじめる として，他児やグループに

を緩和することを目的として対するA

関わりを持った。第2期は 「｛鹿児への注目を促

として， Aが也兎に控告するよう促しな

がら， Aが他児と交流する捺iこはトラブjレになら

ないよう適宜介入した。第3期は， f立th.

との交流を促す時期jとして， Aが｛意見と関わる

機会をMth.が額犠的につくることを
、卵除

L岬

のような関わりの結果，第一段階において， Aの

グルーブに対する緊躍を義和し， f鹿児に注目する

ことができた。第ニ段階においては，

との交流のなかで共感性を発聾する嫌

うかがえた。このような経過を踏まえると，

りを示す兎叢に対しては， まず，

となり，その後， Mth.

が適宜介入しながち龍鬼との交流の機会をつくり，

告鬼との相五的なやりとりを促していくことが必

要であると考えられる。それと並仔して，他見と

安心して交、誌ができるよう，初期の段諾でMth.

との関係を深め， CLが囲ったときに頼ることが

できる存在として機議することが薫要であると

れる。
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このような機会を与えていただいたAくんと，

本事例の報告をご快諾いただいたAくんのお母

様に心より感謝しミたしますG また本事例のセラ

ピーを進めるにあたってご揚力いただきました

コ・セラピストの木場典子さんに感謝の意を申

す。
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Encouraging attention to other children in group therapy 

-focusing on helping a client with impulsivity issues and difficulty in understanding 

others' minds-
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The purpose of this study was to explore the process of expressing empathy toward other children, through group . 
therapy for a client who had difficulty in communicating with other children. In the first period, the client acted 

impulsively in group activity. The therapist encouraged him to pay attention to the activity and other children; 

subsequently the client joined in the activity and took interest in other children. In the second period, the therapist 

tried making the client reflect upon himself and his own behavior. As a result, he gradually started to communicate 

with other children. In the third period, after therapist encouraged him to communicate with other children, the 

client began to consider other children by befriending a specific child. This client had difficulty in expressing 

empathy. He did feel empathy but he characteristically displayed high impulsivity and difficulty in understanding 

others' minds along with negative past experiences of getting scolded and bullied. We surmised that the client must 

express empathy with other children. This was achieved-first, by building a fiduciary relationship with the 

therapist; second, by encouraging the client to pay attention to other children and the activity; and third, by 

supporting the client in communicating with other children through the therapist's encouragement. 

Keywords: group therapy, empathy, attention to other children, impulsivity, understanding others' minds 


